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1）　「小学校学習指導要領」第 2章　第 6節　音楽　第 1　目標




　前奏部の 4小節を示す（譜例 1）。第 1小節の右手に小さなスラーがある。これはその下に記
載がある とともに表現され，小さなフレーズをとんぼが羽を揺らすかのように演奏する。
　表現としては「音が二つ並ぶと，必ず前の音が強い」という音楽の暗黙の了解の通り（ショパ







































　この曲の構成は単純に 8小節と 8小節の 2つのグループである。ただし，後半の 4小節には
冒頭に  の指示があり，後半の第 3，第 4小節にはこれまで見られなかった小さなアーティキュ
レーションが書かれ（譜例 6），第 5，第 6小節には強調記号と解釈できるスタッカート記号まで
ある（譜例 7）。
 







4）　「小学音楽 音楽のおくりもの 6」教育出版　平成 24 年，p. 36













　例えば，第 3学年の教科書の p. 14 にある《茶つみ》には，「八十八夜▶ 立春（2月 4日ごろ）か
ら 88 日目のことで，5月 1日から 2日ごろにあたり，春としょ夏のさかいめの日とされる」5），
「あかねだすき▶ そでをたくし上げるために，かたからわきにかけてむすぶ，赤色のひも」5），「す
げのかさ▶ かさすげという草の葉であんだ，頭にかぶるかさ」5）などの歌詞（言葉）の意味を解説
し，p. 15 に写真を載せ説明している。他にも同じく第 3学年の教材《ふじ山》にも「四方の山▶ 
まわりの山」6）「そびえ立ち▶ 高く立ち」6）などの表記があり，次のページには朝日の昇る富士山の
写真が載せられている。このような記載は，量的な違いはあるにしても全ての学年に渡って見ら
れる（第 1・2学年－各 1ページ，第 3 学年－ 7ページ，第 4学年－ 11 ページ，第 5学年－ 12
ページ，第 6学年－ 13 ページ）。第 1・2学年の楽譜にさえも載っているということは，子ども













5）　「小学音楽 音楽のおくりもの 3」教育出版　平成 24 年，p. 14
6）　「小学音楽 音楽のおくりもの 3」教育出版　平成 24 年，p. 36
7）　「小学音楽 音楽のおくりもの 4」教育出版　平成 24 年，p. 31
8）　 「小学校学習指導要領」第 2章　第 6節　音楽　第 2　各学年の目標及び内容　第 3学年及び第 4学年 
2 内容　A 表現（2）
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か所だけ堰を切ったように感情が迸る（といっても 2小節の間奏部の終盤にはすぐに  の指示
があり収束してしまう）  があるが（譜例 13），ほとんどは ， ， ，しかなく，その音の大












（譜例 13） （譜例 14a）
（譜例 14b）
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符）があてられているのは偶然ではなく，「言葉を長くのばして発音する（できる）」ことを意図

























10）　 「小学校学習指導要領」第 2章　第 6節　音楽　第 3　指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い
2（配慮事項）（6）














譜例 1 山田耕筰 作曲 《赤蜻蛉》ドレミ楽譜出版社　p. 28
譜例 2 ショパン 作曲 《ノクターン作品 15−3》 Wiener Urtext Edition  p. 37
譜例 3/4 山田耕筰 作曲 《赤蜻蛉》ドレミ楽譜出版社　p. 28
譜例 5/6/7 岡野貞一 作曲 《故郷》 ドレミ楽譜出版社　pp. 440−441




・  ケラー，H. ／植村耕三，福田達夫共訳『フレージングとアーティキュレーション　生きた演奏のための
基礎文法』音楽之友社（1988）。
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